
　主な計画 　実施結果

　安全目標    　安全目標

  ・有責事故件数２９件以下（昨年５０件）   ・有責事故件数　５３件　（対目標２４件増、対前年３件増）

　自動車事故報告規則第２条に該当する事故件数「０件」 　自動車事故報告規則第２条に該当する事故件数

　・２０１９年度　　１件（車両故障１件）

　輸送の安全の確保に関する投資 　輸送の安全の確保に関する投資

（１）安全性向上のための先進技術を備えた車両更新 （１）貸切２両・乗合２両・高速２両など計画通り実施

   （衝突被害軽減ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ・車線逸脱警報装置・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ装置 　　　先進安全搭載車両６両導入

　　ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ案内放送ｼｽﾃﾑ・ﾊﾞｯｸｿﾅｰ・ｻｲﾄﾞﾋﾞｭｰﾓﾆﾀｰ） 　　（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ異常対応ｼｽﾃﾑ・衝突被害ﾌﾞﾚｰｷ・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ・車線逸脱警報装置　その他）

（２）健康診断・適性診断・ＳＡＳスクリ－ニング検査・脳ＭＲＩ検査 （２）計画通り実施

（３）外部の自動車安全運転研修への参加　 （３）１５名実施　（名鉄自動車学校２名・中央研修所１３名）

（４）ＮＡＳＶＡの講師による運輸安全マネジメント研修、事故惹起者研修 （４）運輸安全マネジメント研修（内部監査、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ）１３名・有責事故惹起者研修４６名実施

　輸送の安全に関する計画 　輸送の安全に関する計画

（１）安全に関する運動の展開 （１）安全に関する運動の展開

　・全国・県民の交通安全運動に参加し、安全運行の意識の向上を図ります。 　・計画通り実施　（４月・７月・９月・１２月 ４回展開）

（２）安全に関する会議・委員会 （２）安全に関する会議・委員会

　①　事故防止委員会 　①　事故防止委員会

　・経営トップ、本社スタッフ、全営業所長、組合役員で構成したメンバ－で、 　・交通安全運動期間前に開催

　　事故防止及び安全性向上に関する意見交換等を行い対策を講じます。　 　・計画通り実施（４月・７月・９月・１２月 年４回開催）

　（ 上記交通安全運動前に開催 ）

　②　事故審議委員会 　②　事故審議委員会

　・事故内容の分析と今後の事故防止対策を審議します。　(毎月１回開催) 　・事故発生日翌月に実施　（毎月１回計１２回実施）

　③　安全衛生委員会 　③　安全衛生委員会

　・事故審議会に合わせ、安全衛生に関する討議と意識の向上を図ります。（毎月1回開催） 　・計画通り実施　（毎月１回計１２回開催）

　④　運行管理者会議 　④　運行管理者会議

　・本社運行管理担当と全営業所の運行管理者との運行管理及び指示の共有化を図ります。 　・計画通り実施

　　　(年６回５月・７月・９月・１１月・1月・３月開催)

　⑤　整備管理者会議　　 　⑤　整備管理者会議　　

　・本社整備管理担当と全営業所の整備管理者との車両整備管理の会議を行います。 　・計画通り実施

　　 （年２回６月・１２月開催）

　⑥　班長フォローアップ会議 　⑥　班長フォローアップ会議

　・本社と班長との会議を実施、営業所における班長の役割を確認し、各種会議体の内容の理解度 　・計画通り実施

　　及び浸透度を把握し、今後の見直しや改善を図ります。（年２回７月・１２月開催）
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　⑦　営業所内会議　（班長会) 　⑦　営業所内会議　

　・営業所長は、所属乗務員に対して安全等に関する取り組み及び安全衛生に関わる 　・毎月各営業所にて開催  （本社関係者参加）

　　討議と意識の向上を図ります。（本社関係部署より参加し毎月１回開催）

（３）安全運行を目的とした巡視及び指導 （３）安全運行を目的とした巡視及び指導

　①　経営トップによる営業所巡視 　①　経営トップによる営業所巡視

　・交通安全運動期間中に実施します。 　・交通安全運動期間中に巡視（社長、取締役）

　②　営業所巡回指導 　②　営業所巡回指導

　・安全統括管理者及び本社スタッフ･組合役員による各営業所への巡視により乗務員 　・交通安全運動期間中に巡視（安全統括管理者、取締役、組合委員長、書記長）

　　への指導・コミュニケーションを図ります。

　③　添乗モニタ－制度 　③　添乗モニタ－制度

　・単独乗務１年未満の運転士及び事故惹起者を中心に実施します。 　・事故惹起者を中心に添乗指導を実施　（年間54名）

　　モニタ－で高い評価が得られない乗務員についても繰り返し添乗指導します。

　④　交通安全運動期間中の立会い指導 　④　交通安全運動期間中の立会い指導

　・交通安全運動期間中の点呼の立会いと、主要駅での街頭指導を行ないます。 　・交通安全運動期間中に４営業所と主要駅で立会い・街頭指導を実施

（４）輸送の安全に関わるその他の施策 （４）輸送の安全に関わるその他の施策

　①　ヒヤリ・ハット及び事故事例の情報収集　 　①　ヒヤリ・ハット及び事故事例の情報収集　(通年５件）

　・事故防止に活用し、情報の共有化を図ります。 　・交通安全運動中実施　

　②　デジタコ・ドラレコを活用した安全運転指導 　②　デジタコ・ドラレコを活用した安全運転指導

　・デジタコ、ドラレコによる運転士への安全運転指導を行ないます。 　・事故審議会にて安全指導、営業所はその都度実施（異常運行・苦情・事故発生時の指導）

　③　重大事故等への対応　 　③　重大事故等への対応　　

　・事故想定訓練を実施し、非常時対応の訓練と連絡体制の確認を行ないます。 　・３月に事故想定訓練を実施予定であったが新型コロナウイルス感染症まん延防止のため中止

　　

　④　ＳＤカードの取得 　④　ＳＤカードの取得

　・役員を含めた全従業員の事故違反歴の情報収集をします。 　・１０月全従業員を対象に取得（２８２名取得）

　⑤　運転免許証期限切れと免許証不携帯防止策 　⑤　運転免許証期限切れと免許証不携帯防止策

　・免許証リーダーによる免許証内容の確認（点呼時）とネックホルダー及び 　・計画通り実施したが、運転免許証不携帯が発生したため服務規程の刷新

　　ポケットホルダーを活用した免許証所持の確認をします。

　⑥　反社会的行為の防止 　⑥　反社会的行為の防止

　・飲酒運転の根絶、薬物乱用等の反社会的行為防止のための徹底した指導 　・計画通り実施

　　教育を行います。

　⑦　運輸安全マネジメントの周知徹底 　⑦　運輸安全マネジメントの周知徹底

　・周知カ－ドを常備し、運輸安全マネジメントの取り組みの周知徹底を図ります。 　・計画通り実施

　⑧　健康診断の管理の徹底 　⑧　健康診断の管理の徹底

　・健康管理のチェックの実施、二次検診の受診の徹底と追跡調査を実施します。 　・計画通り実施
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　　輸送の安全に関する教育及び研修の計画 　輸送の安全に関する教育及び研修の計画

　(１)　乗務員研修 　(１)　乗務員研修

　①　運転士集合教育 　①　運転士集合教育

　・運転士全員を対象に、安全教育・コンプライアンス・ＣＳ・整備講習等教育 　・１２月から全乗務員（乗合乗務員１３０名・貸切乗務員２８名・ｶﾞｲﾄﾞ１５名）に対し実施

　　担当者による研修会を実施します。

　②　新人運転士教育 　②　新人運転士教育

　・採用時と単独乗務時に就業規則・接遇・運転者の行動マニュアル・ＣＳ運動 　・新人運転士（６名）が入社時に実施

　　などの教育を実施します。

　③　有責事故惹起者教育 　③　有責事故惹起者教育

　・事故後の安全運転教育・添乗指導及び外部教習施設での受講を実施します。 　・有責事故惹起者５４名を対象に、ドラレコによる指導・所長による添乗指導を実施

　④　事故防止研修会 　④　事故防止研修会

　・有責事故惹起者全員を対象に１年に２回研修を実施します。（外部講師を含む） 　・７月（２３名）・１２月（２３名）に有責事故惹起者全員（４６名）を対象に開催

　⑤　安全運転研修 　⑤　安全運転研修

　・指導運転士・乗務員及び事故惹起者を外部研修に派遣し安全運転教育を 　名鉄自動車学校（２名）、自動車安全運転センター（１３名）にて実施

　　実施します。

　⑥　安全意識のアンケートの実施 　⑥　安全意識のアンケートの実施

　・全乗務員を対象に交通安全に対する安全意識の調査を実施します。 　・全乗務員（１７２名）に実施　回答者１４９名（回答率８７％）

　⑦　救命救急講習 　⑦　救命救急講習

　・従業員を対象に救命救急の「AED」講習を実施します。 　・貸切乗務員（２８名）ガイド（１５名）に実施

　⑧ストレスチェックの実施 　⑧　ストレスチェックの実施

　・全従業員にストレスの調査を実施します。 　・全従業員（２５２名）に実施　　　　今回の結果を受けて個人面談の申し出なし

　(２)　管理者研修 　(２)　管理者研修

　①　運行管理者研修 　①　運行管理者講習

　・外部運行管理者講習へ参加させます。 　・大原自動車学校、那加自動車学校、自動車事故対策機構（計２３名）にて受講

　②　内勤者講習 　②　内勤者講習

　・助役を対象に運行管理・労務管理・コンプライアンス等の講習会を開催します。 　・リスク管理セミナー受講（１０名）

　③　運行管理者及び整備管理者による各研修を実施し､情報収集と共有に努めます。 　③　運行管理者及び整備管理者による各会議を実施し､情報収集と共有を図った。

　・運行管理者会議年６回・整備管理者会議年２回 　・運行管理者会議を３月・５月・７月・９月・１１月・１月・３月に実施　

　・整備管理者会議を６月・１２月に実施

　輸送の安全に関する内部監査実施とフォロ－アップ監査 　輸送の安全に関する内部監査実施とフォロ－アップ監査

　・１月から４営業所と旧土岐営業所を対象に監査を実施
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　トップレビュー

　　会を増やし、改善を図っていきたい。

　・乗務員教育については、対象者の勤務の調整上、的確なタイミングでの実施に問題が残った。参加人員、実施時期、教育内容などの改善により、より効果的

　　な教育・研修を行っていきたい。

　・情報伝達、コミュニケーションについては、トップの方針が乗務員のすみずみまで浸透しているとは言いきれず、現場への巡回やミーティングなど接触の機

　・全社を挙げて安全管理体制の構築及び改善に取り組んだが、事故件数に関しては思ったほどの成果が得られなかった。事故の背後にある原因の研究、原因を

　　踏まえた再発防止策の実施、実施後の検証などの事故に対する取り組みの更なる向上が課題である。また、安全の土台である基本動作の徹底がまだまだ完全

　　とは言えず、徹底を図りたい。

　・事故後の報告連絡体制、対応については適確になされた。引き続き安全管理体制の充実、強化に努めたい。
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